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評価意見 

本研究では、超短パルスレーザー光の発生及びその絶対位相の安定化を実現し、

さらに、遷移状態の超高速ダイナミスに関する応用研究でも研究成果を挙げている。

 研究期間終了後も、本研究の成果をもとに大型予算を続けて獲得し、研究を継続

進展させている。本研究終了時には、超短パルス光の時間幅は4フェムト秒台であっ

たが、その後も超短パルス光発生の高度化を行い、フーリエ限界に近い2.4フェムト

秒を達成している。超短パルス光の超高速ダイナミクスへの応用に関しては、電子

状態や分子振動に関する実時間観測を精力的に行っている。とくに、バクテリオロ

ドプシンの分子振動に関しては、従来の解釈を覆す新しい知見を得ている。さらに、

波長の異なるレーザ光を混合することにより、最大15の波長の異なる超短パルス光

の発生を実現させており、生体細胞中の蛍光蛋白など特定の波長の励起光を必要と

する研究への応用が期待される。 

 本研究で発表した論文の中には、被引用回数が 100 を越えるものが複数あること

からも分かるように、本研究で得られた研究成果は、学界に大いに貢献していると

いえる。また、本研究に従事した若手研究者の多くは、大学や国立研究所などで「光」

に関する研究に従事しており、人材育成の面でも大きな役割を果たしたと評価でき

る。 

 


